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H I S T O R Y

1896年	 7月		 -	 卒業式式辞で北海道庁長官が大学昇格への期待		
				    を述べる
1897年	 6月	 -	 京都帝国大学設置
1898年	 6月	 -	 学芸会編『札幌農学校』に「札幌帝国大学設立
				    の必要を論す」掲載
1899年	 5月	 -	 佐藤昌介校長が農学校の大学昇格を文部省に申		
				    し入れ
	 7月		 -	 北海道教育会が「札幌帝国大学設立建議書」を		
				    文部大臣に提出
	 7月		 -	 札幌の有志者協議会が「北海道帝国大学設立建		
				    議」を文部大臣に提出
1900年	 2月	 -	 札幌区長が北海道帝国大学設立に関する意見を		
				    北海道庁長官・内務大臣に上申
	 2月	 -	 札幌の有志が「北海道帝国大学設立期成同盟会」	
				    を結成
1902年	 1月		 -	『北海タイムス』が「北海道大学設立の必要を
				    論す」掲載
1905年 11月		 -	『北海タイムス』が「北海大学設立意見」掲載
　　　 11月		 -	 北海道会が「北海道帝国大学設立ニ関スル建議」	
				    を可決
1906年	 5月	 -	 北海道庁長官が大学設置を含む北海道事業計画
				    案を発表
	 6月	 -	 札幌区会が大学設置に関する建議を可決
	 8月	 -	 北海道協会が「北海道農科大学設置に付意見書」	
				    を文部大臣に提出
　　　 12月	 -	 古河家が大学増設経費百万円寄附を申し出
1907年	 6月	 -	 東北帝国大学の設置を公布
	 9月	 -	 1日東北帝国大学農科大学設置、11日開学式挙行

大学文書館 だいがくぶんしょかん
Hokkaido University Archives

北海道大学に関する歴史的な資料を収集・整理・
保存して利用に供するとともに、北海道大学史に
関する調査・研究を行っている。
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し
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介
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﹄
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設
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を
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す
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と
題
し
た
項
目
を
掲
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し
た
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札
幌
農
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長
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昌
介
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会
が
あ
る
ご
と
に
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・
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︑
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︑
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︑
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︒

　
日
露
戦
争
や
財
政
問
題
な
ど
か
ら
︑
こ
う
し
た

機
運
が
下
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な
る
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と
も
あ
っ
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︒
加
え
て
︑
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︑
大
学
は
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よ
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組
織
す

る
定
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あ
っ
た
た
め
︑
農
学
専
門
の
札
幌
農
学

校
が
単
独
で
大
学
に
昇
格
す
る
の
は
困
難
な
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で
も
あ
っ
た
︒

　
一
九
〇
六
年
︑
文
部
省
は
大
学
増
設
の
予
算
案

を
立
て
た
︒
内
容
は
︑
①
札
幌
農
学
校
を
農
科
大

学
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札
幌
︶
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昇
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台
︶
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北
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台
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︑
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独
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︑
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︒
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︑
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挫
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︒
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︒
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会
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︑
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︒
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な
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︑
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︒
原
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介
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︑

東
北
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学
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一
九
〇
七
年
九
月
︑
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学

が
開
学
し
た
︒農
科
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︑農
学
・
農
芸
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学
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農
芸
物
理
学
・
植
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・
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学
昆
虫
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養
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園
芸
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畜
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農
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学
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︒
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︑
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拡
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九
一
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︒

　
一
八
七
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十
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介
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︑
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︑
小
規
模
学
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か
ら
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タ
ー
ト
し
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ハ
ー
ヴ
ァ

ー
ド
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ェ
ー
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を
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き
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「
本

大
学
ハ
僅
ニ
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十
余
年
ノ
経
歴
ヲ
以
テ
漸
ク
学
海

ニ
出
ン
ト
ス
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と
述
べ
た
︒
そ
の
表
現
に
は
︑
札

幌
農
学
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が
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と
同
等
の
水
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で
あ
り
続
け
た

こ
と
の
矜
持
と
︑
大
学
昇
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に
至
る
艱
難
へ
の
感

慨
が
満
ち
て
い
る
︒

高
等
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育
機
関
の
系
譜

　
一
八
七
〇
年
代
︑
明
治
政
府
の
中
央
省
庁
は

近
代
国
家
を
担
う
専
門
知
識
を
有
す
る
人
材
を

養
成
す
る
た
め
︑
独
自
に
高
等
教
育
機
関
を
設

立
し
た
︒
そ
の
多
く
は
︑
一
八
九
〇
年
ま
で
に

帝
国
大
学
︵
後
の
東
京
帝
国
大
学
︶
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分
科
大

学
︵
現
在
の
学
部
に
相
当
︶
と
し
て
再
編
し
て

い
っ
た
︒
法
科
・
文
科
・
理
科
大
学
や
医
科
大

学
は
︑
徳
川
幕
府
の
洋
学
機
関
を
源
流
と
す
る

文
部
省
管
轄
の
学
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で
あ
り
︑
法
科
大
学
に
は

司
法
省
設
置
の
学
校
も
合
流
し
た
︒
工
科
大
学

は
工
部
省
設
置
の
学
校
︑
農
科
大
学
は
内
務
省

か
ら
農
商
務
省
が
引
き
継
い
だ
学
校
を
前
身
と

し
た
︒
中
央
省
庁
の
学
校
の
内
︑
帝
国
大
学
が

包
摂
し
な
か
っ
た
の
は
︑
陸
・
海
軍
省
の
学
校
と
︑

開
拓
使
が
設
置
し
た
札
幌
農
学
校
で
あ
る
︒

　
札
幌
農
学
校
は
開
校
に
あ
た
り
︑
所
定
の

課
程
を
修
了
し
た
者
に
「
大
学
及
第
ノ
免
状
」

︵B
achelor of Science

︶
を
与
え
る
こ
と
を
定

め
︑
本
科
卒
業
者
に
学
士
号
を
授
与
し
た
︒
札

幌
農
学
校
は
︑
制
度
上
は
大
学
と
し
て
位
置
付

か
な
か
っ
た
が
︑
帝
国
大
学
の
分
科
大
学
と
同
等

の
水
準
を
備
え
て
い
た
と
言
え
る
︒

大
学
昇
格
へ
の
機
運

　
一
八
九
七
年
︑
日
本
で
二
校
目
の
大
学
と
し

て
京
都
帝
国
大
学
が
開
学
し
た
︒
そ
の
前
後
か

ら
政
府
・
文
部
省
で
は
さ
ら
な
る
大
学
増
設
の

動
き
が
あ
り
︑
札
幌
農
学
校
関
係
者
の
間
で
も

大
学
昇
格
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
た
︒
一
八
九
六

年
の
農
学
校
卒
業
式
で
は
︑
北
海
道
庁
長
官
原

保
太
郎
が
︑
札
幌
農
学
校
を
基
礎
と
し
た
大
学

設
置
へ
の
期
待
を
述
べ
た
︒
一
八
九
八
年
に
札

少
年
時
代
︑
盛
岡
藩
の
藩
校
で
机
を
並
べ
た
同

郷
・
同
窓
の
士
で
も
あ
っ
た
︒

　
東
北
帝
国
大
学
と
九
州
帝
国
大
学
の
設
立
が

決
ま
り
︑
古
河
家
は
寄
附
事
業
と
し
て
︑
九
州
帝

国
大
学
工
科
大
学
の
四
教
室
︑
東
北
帝
国
大
学

理
科
大
学
の
一
教
室
︑
そ
し
て
東
北
帝
国
大
学

農
科
大
学
の
「
予
科
及
実
科
教
室
」・「
農
芸
化

学
教
室
」・「
林
学
教
室
」・「
畜
産
学
教
室
」
の

四
教
室
を
建
設
し
た
︒
こ
の
九
つ
の
建
物
の
内
︑

東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
の
「
林
学
教
室
」
の

み
が
現
存
し
て
い
る
︒
現
在
の
「
古
河
講
堂
」

で
あ
る
︒

　「
古
河
講
堂
」
は
︑
札
幌
農
学
校
の
大
学
昇
格

と
東
北
大
学
・
九
州
大
学
の
開
設
と
い
う
歴
史

的
事
実
を
物
語
る
建
物
で
あ
る
︒
さ
ら
に
大
学

の
歴
史
と
足
尾
鉱
毒
事
件
や
佐
藤
昌
介
・
原
敬

の
交
友
関
係
と
の
関
連
を
想
起
さ
せ
る
︑
歴
史

の
生
き
証
人
と
も
言
え
る
︒

将来実業ノ開進ニ随ヒ農工林業水産ヲ論 セス学理ト実務ノ密接ナル関係益々深キヲ加ヘ本道ニ於ケル本大学ノ位
地ハ更ニ重要ナルヘキヲ知ルニ足レリ／ 蓋学校ノ生命ハ永遠無窮ニ渉ルヘキモノニシテ歳月ト共ニ益々改良発
達スルヲ要ス（佐藤昌介学長の開学式式辞）
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SCENE-13

  1.	 林学教室、現在の古河講堂（1910年ころ、大学文書館蔵）

  2.	 農科大学1期生と教授（1908年、大学文書館蔵）

  3.	 農科大学校庭、林学教室の玄関前から南西方向を撮影
	 （1917年、大学文書館蔵）

  4.	 東北帝国大学農科大学長佐藤昌介（1910年ころ、大学文書館蔵）

  5.	 農科大学大学院を修了した田中義麿の農学博士学位記
	 （1917年、大学文書館蔵）

  6.	 農科大学正門（1910年ころ、大学文書館蔵）

  7.	 東北帝国大学農科大学開学式の準備文書（1907年、大学文書館蔵）

  8.	『北海タイムス』1902年1月11日掲載社説
	 「北海道大学設立の必要を論す」

  9.	 園芸学講座教授星野勇三と学生たち（1909年、大学文書館蔵）

10.	 農業経済学の演習風景（1910年ころ、大学文書館蔵）

「札幌農学校の大学昇格」
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